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新型コロナ感染症が残したもの 

 
新型コロナ感染症は、2019 年 12 月の中国武漢での発生に端を発し、2020 年 1 月には我国で初

感染者が確認されました。その後は 2月にダイヤモンド・プリンセス号の集団感染発生のみなら
ず、所謂世界的なバンデミックに発展しました。 
私は、以前所属していた全地連関東協会発刊の「技術ニュース 2018」にて、『昨今の異常気象

がもたらすもの』と題した巻頭言の後書として以下の記載をしました。 
『“建設業に身を置く者として危惧するのは、来る 2020年開催 東京五輪最大の敵は、“テロ

ではなく disaster かもしれない”。』 

この嫌な予感は、“コロナ感染症の世界的なバンデミック”に形を変え、東京五輪の 1年延期を
余儀なくしました。またテロというキーワードは更に悪意に拡大し、“ロシアのウクライナ侵攻”
として、現在も世界に脅威を与えています。 
この事象は私の中では関連付けられるもので、 

 “そろそろ全人類を挙げて地球への環境破壊を真剣に考えなさい！” 
 と、『あたかも地球という惑星がそのごく表層にこびりついている“人類という勘違いをした征服
者”に試練を与えている。』と考えています。然るにコロナ感染症真っ只中にありながらの軍事侵
攻等、人類（といっても一部の愚かな国家リーダー）は自国および自らの利益最優先でこの世界
的危機に正面から向き合おうとしていない現実は、何とも悲しいことです。 

  コロナ禍では、“在宅勤務、オンライン打合せ”という新しい就業様式が模索され、あたかもこ
れからの社会生活は、出社しなくてもOK、物資調達はネット販売の活用で事足りる、という面
談コミュニケーション無しでの活動を推奨するかのような世の中になってきました。 

  一方でこの 2年ほど、建設業界では設計瑕疵責任の発生や建設工事施工不良の発覚等が専門誌
で報道されています。この要因としては、面談協議不足による確認漏れ等が考えられています。
確かに私たちの日常業務では、同じ図面・資料をお互いが眺めながら指をさして確認し合うな
ど、間違いなく同じ情報を共有しているという認識が必要です。ただこの認識が、受発注者の間
だけではなく、受注者内部でも伝達が不十分になっているということは、やはり面談による意思
疎通が図れていないことに起因しているのではないでしょうか。 

  世の中ではコロナ禍の対応策として模索された、 “在宅勤務システムの確立”があたかも今後の
働き方改革に寄与したような風潮になっています。しかし面談という意思疎通方法は、お互いの
真意を図るうえで大切なコミュニケーション手段であり、それこそ“ＳＮＳ等の一方的情報”に踊
らされない為には、”顔を突き合わせて話をする“という行為を避けてはならないと思います。 

  折しも現在、フランスでラグビーワールドカップが開催されています。今はなかなか耳にしま
せんが、“ラグジャー”という言葉をご存じでしょうか。ラグジャーとはラグビーに使用するユニ
フォーム（ラグビー ジャージ）で基本は襟付きです。これはノーサイド後に催される交流の場
に、そのまま襟付きユニフォームにネクタイをして出席するため、と聞いたことがあります。未
だコロナ前の社会に戻ったとは云えない状況ですが、不安定な世界情勢を鑑みても、今だからこ
そ“胸襟を開いて話し合う”ということを忘れないようにしたいと考えます。 

 

（理事 伴 夏男） 
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『科学的』について思うこと 
 

 東 京 電 力 は 8月24日に、 2011年の 東 日本 大 震 災 で 被災 し た東 京 電 力 福島 第

一 原 子 力 発電 所 か ら 出 た 処 理水 の 海洋 放 出 を 開始 し た。 2023年 度は 合 計

約 3万 1200ト ン を 放 出 す る 。 8月 時 点で貯 ま っ た 処理 水 は約 134万 トン 、 さ

ら に こ の 先廃 炉 が完 了 す る まで 日 々発 生 す る 分も 含 め、 40年 以 上放 出 を

継 続 す る 計 画 で あ る 。  

処 理 水 は 、津 波 に よ る 電 源 喪失 で 発生 し た 原 子炉 内 の核 燃 料 が メル ト

ダ ウ ン （ 炉心 溶 融 ） を 起 こ し、 原 子炉 格 納 容 器の 底 に溜 っ た 燃 料デ ブ リ

を 冷 却 す る為 に 注 入 し た 水 を、 多 核種 除 去 設 備（ ALPS） を 通 す こと で ト

リ チ ウ ム （三 重 水 素 ） 以 外 の放 射 性物 質 を 取 り除 い たも の を 日 本政 府 は

「 処 理 水 」と 称 し て い る 。  

中 国 は こ の 処 理 水 を 「 核 汚 染水 」 と言 い 、「 放出 に より地 球 規 模 で海 洋

の 生 態 環 境に 懸 念 が 生 じ た 」と し て日 本 産 の 水産 物 （加 工 品 含 む） の 輸

入 を 全 面 禁止 し て い る 。  

こ の 処 理 水 で 問 題と な っ て いる ト リチ ウ ム は 、水 素 と似 た 挙 動 を示 し

水 の 形 で 存 在 す る の で 除 去 が難 し い。 半 減 期 は 12.3年で 、 弱 い β 線 を 放

出 し て 崩 壊 す る 。 ト リ チ ウ ムは わ ずか で は あ るが 自 然界 に も 存 在し 、 正

常 に 稼 働 して い る 国 内 外 の 原発 等 から も 放 出 され る が、 そ の 濃 度は 日 本

で は 安 全 規制 の 基 準 と し て 1リ ッ トルあ た り 6万ベ ク レル以 下 と 定 めて お

り ,ま た 世 界 保 健 機 関 （ WHO） で は 飲料水 水 質 ガ イド ラ イン で 同 1万ベ ク レ

ル 以 下 と し て い る 。  

こ れ を 「 処 理 水 」 で は 海 水 で希 釈 し海 洋 に 放 出す る 際に は こ れ らを 下

回 る 同 1500ベ ク レ ル 未 満 と する こ とで 、 政 府 は体 内 に取 り 込 ん でも 「 安

全 性 」 に 問 題 は 無 い と し 、 中国 な どの 「 地 球 規模 で 海洋 の 生 態 環境 に 影

響 を 及 ぼ す 」 と の 対 応 に 「科 学 的 」根 拠 に 基 づい た 議論 を す べ きと 反 論

し て い る 。  

さ て こ こ で 日 本 政 府 が 言 う 「科 学 的 」 根 拠 と は何 だ ろう か 。  

 日 本 、 中国 を 含 め 原 発 を 稼働 さ せて い る 国 々は 河 川や 海 へ 排 出す る 場

合 の 放 射 性 物 質 の 規 制 基 準 を設 け て管 理 し て いる 。 今問 題 と な って い る

の は “ 地 震 に よ る 原 子 炉 の 損傷 ” とい う 異 常 事態 で ある こ と か ら、 日 本

政 府 は 通 常 の 規 制 基 準 の 値 を大 幅 に下 回 る 水 準で 管 理し て い る から 、「科

学 的 」 根拠 に 基 づき 安 全 で ある と 主張 し て い る。 し かし 本 当 に 安全 性 を

主 張 す る ので あ れ ば ALPSよ る他 の 放射 性 物 質 の除 去 同様 に 、 ト リチ ウ ム

も 除 去 す る の が 適 当 で は な いだ ろ うか 。 除 去 技術 は ネッ ト 情 報 によ れ ば

研 究 室 レ ベ ル で はあ る が 、 近畿 大 学や 東 京 理 科大 で など で 開 発 され て い

る と い う 。こ の ト リ チ ウ ム を除 去 する 方 法 の 実用 化 が進 め ら れ なか っ た

の は 、 現 在 世 界 中 で 稼 働 し てい る 原発 か ら 最 も多 く 排出 さ れ て いる 放 射

性 物 質 が ト リ チ ウ ム で あ り 、原 発 の利 用 を 推 進す る ため に 意 図 的に 研 究

さ れ ず 、 も し 除 去 技 術 が 実 用化 さ れる と 稼 働 して い る、 あ る い は休 止 中

で 今 後 稼 働 再 開 を 予 定 し て いる 他 の原 発 で も 採用 を 求め ら れ る こと に な

り 膨 大 な 経 費 増 と な る か ら とい う 説も あ る 。  

 日 本 が 「科 学 的 」 根 拠 と 主張 し てい る の は 、正 し くは “ 定 期 的に 行 う

サ ン プ ル モ ニ タ リ ン グ 調 査 で、『 これま で の 限 られ た 期間 で 、 因 果関 係 が

認 め ら れ た疾 病 の 発 生 が 確 認さ れ ない 範 囲 』 で定 め た規 制 基 準 値以 下 に



管 理 す る ”の で 経 験 的 に “ 安全 と 思わ れ る ” と言 う べき で 、「科 学 的 」 根

拠 に 基 づ き 安 全 性 を 保 証 す るも の では 無 い 。  

米 国 サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 大 学 のテ ィ モシ ー ・ ム ソー 教 授は ト リ チ ウム が

生 態 系 に 及 ぼ す 影 響 調 査 ・ 研究 は 他の 放 射 物 質に 比 べて あ ま り にも 少 な

い こ と を 、天 文 学 者 カ ー ル ・セ ー ガン 氏 の 言 葉を 引 用し 「 証 拠 のな い こ

と は 、 無 いこ と の 証 拠 で は ない 」 と警 告 し て いる 。  

 他 に も 、 未 だ に 終 息 し た とは 言 えな い 流 行 状況 に ある 新 型 コ ロナ ウ イ

ル ス へ の 対 処 療 法 と し て 採 用さ れ たメ ッ セ ン ジャ ー RNAワ ク チ ン も、 ウ イ

ル ス の ス パ イ ク た ん ぱ く 質 を作 成 する 遺 伝 子 情報 に 人為 的 に 手 を加 え 、

接 種 に よ り 体 内 で 抗 体 を 生 成さ せ るも の で 、 近年 開 発さ れ 、 限 定さ れ た

治 験 結 果 に 基 づ き 使 用 さ れ たも の であ る 。 極 論す れ ば「 科 学 的 」に も 「

経 験 的 」 に も 十 分 な 安 全 性 が担 保 され た も の では 無 く、 数 世 代 後に 特 異

な 疾 病 が 発 生 す る 可 能 性 も ゼロ で はな い 。 遺 伝子 組 換え 穀 物 の 輸入 に あ

れ ほ ど 反 対 し て い た 日 本 で も、 パ ンデ ミ ッ ク を抑 え 込む た め 緊 急的 な 対

応 策 と し て 安 易 （ ？ ） に 受 け入 れ てい る 。 こ れら に 関し て は 今 後長 期 的

な 調 査 に よ る デ ー タ の 蓄 積 、分 析 が進 め ら れ もの と 期待 し て い る。  

 

比 較 対 象 と し て 適 当 で は な いか も しな い が 、 これ ま で私 が 属 し てき た

土 木 分 野 で は 、 1995年 の 阪 神淡 路 大震災 で 、 そ れま で “地 震 に よ る崩 壊

は 考 え ら れ な い ” と さ れ て いた 新 幹線 や 高 速 道路 の 高架 橋 が 崩 壊し た 。

イ ン フ ラ 分 野 に お け る 『 安 全神 話 』の 崩 壊 で ある 。 耐震 設 計 は それ ま で

経 験 し た 大 地 震 を基 に 、 一 定の 安 全率 も 加 味 して 外 力を 設 定 し 、そ れ に

耐 え 得 る 性 能 と な る よ う に 設計 す る。 し た が って そ れま で 経 験 して い な

い 、“ 想 定 外 ” の 強度 の 外 力 の作 用 を受 け た の であ る から 、 崩 壊 して 当 然

で あ る 。 言 い 方 を 変 え れ ば 、想 定 内の 規 模 の 地震 に 限れ ば 「 工 学的 （ 政

府 の 言 い 方 を 模 す と 科 学 的 ）」 に 安 全性 が 保 証 され て いた の で あ る。  

 橋 梁 設 計で は 阪 神 淡 路 大 震災 、 東日 本 大 震 災な ど 巨大 地 震 の 経験 を 経

て 、 強 度 的 に 耐 え る 設 計 か ら、 靭 性を 考 慮 し た“ 崩 壊を 回 避 す る” 設 計

に 変 わ っ て き た が 、 既 存 施 設に 関 して は 「科 学 的 」 に安 全 性 が 保証 さ れ

な い も の も 数 多 く 残 存 し て いる 。 しか し そ れ らに 対 して も 限 定 され た 条

件 下 で は あ る が 、 経 験 的 に 「安 全 性」 が 確 保 され て いる 。  

   

さ て 話 を 元に 戻 す が 、 最 近 の報 道 では 、 政 治 家が 地 政学 的 な 対 応策 の

一 手 段 と し て 「科 学 的 」 根 拠 に 基づく 云 々 と の文 言 が飛 び 交 っ てい る が

、 生 体 濃 縮 な ど も 含 め 長 期 的な 調 査デ ー タ が 得ら れ てい な い 現 時点 で は

、 出 来 得 れば 「 経 験 的 に 安 全と 思 われ る 」 程 度の 言 い方 に 変 え られ な い

も の だ ろ う か 。 風 評 被 害 対 策も 考 慮す る と 難 しい こ とか も し れ ない が 。  

経 験 的 ＝ 統 計 的 と 言 い 換 え ると 、 統計 学 も 科 学で あ る。 た だ 「科 学 的

」 と い う 文言 が 持 つ 『 絶 対 的』 な ニュ ア ン ス を安 易 に利 用 し 過 ぎて い る

様 に 感 じ て な ら な い 。 も う 少し 謙 虚に 言 葉 を 選び 、 使う べ き で はな い だ

ろ う か 。  

阪 神 淡 路 大 震 災 後 に 被 災 構 造物 を 調べ 、 多 く の先 輩 から 経 験 や アド バ

イ ス を 受 け 、“ 土 木工 学 は 経 験工 学 ”だ と 自 ら に言 い 聞か せ つ つ も、 よ り

「 科 学 的 に （ こ の 場 合 は “ 理論 的 ”か ？ ）」 との 複 雑な思 い で 「 鉄道 構 造

物 等 耐 震 標 準 」 の改 訂 に 末 席な が ら参 画 さ せ て頂 い た者 と し て 、最 近 の

、 特 に 政 治 家 の 「 科 学 的 」 の使 い 方を 複 雑 な 思い で 聞い て い る 。  

  

               令和  5年  9月  監 事  丸 山  泉  


